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貸
し
付
け
の
必
要
が
今
年

度
末
に
も
生
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

議
員
の
皆
さ
ん
方
に
お
願
い
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
半
年
自
助
努

力
の
中
で
そ
れ
を
し
な
い
で
済
む
よ

う
一
取
締
役
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

区
長
、
農
協
か
ら
有
害
鳥

獣
駆
除
の
申
請
を
受
け
、
駆
除
隊

に
依
頼
し
繩
及
び
猟
銃
に
よ
る
駆

除
を
実
施
し
て
い
る
。
駆
除
隊
は

三
加
和
地
区
に
猟
友
会
が
12
名
、

菊
水
地
区
に
12
名
、
町
か
ら
の
補

助
金
三
加
和
地
区
15
万
円
、
菊
水

地
区
15
万
円
、
箱
縄
等
購
入
費

9
万
2
千
円
補
助
し
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
駆
除
は
9
月
か
ら
10
月
ま

で
実
施
中
、
三
加
和
地
区
は
年
間

通
し
て
実
施
。
捕
獲
実
施
は
17
年

度
、
三
加
和
地
区
9
回
で
イ
ノ
シ

シ
36
頭
、
う
さ
ぎ
3
羽
、
菊
水
地

区
イ
ノ
シ
シ
1
頭
、
カ
ラ
ス
44

羽
、
土
鳩
1
4
8
羽
が
捕
獲
さ
れ

て
い
る
。

　

十
分
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
の
平
成
17

年
度
農
業
共
済
で
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
水
稲
被
害
が
菊
水
地
域
で
5

反
4
畝
、
三
加
和
地
区
で
3
町
7

反
ほ
ど
の
被
害
届
が
出
て
、
共
済

金
額
で
計
84
万
4
千
円
に
な
っ
て

い
る
。
駆
除
対
策
と
し
て
町
と
し

て
は
そ
の
都
度
駆
除
隊
に
捕
獲
を

要
請
依
頼
し
て
い
る
、
し
か
し
駆

除
隊
の
み
に
依
頼
し
て
も
限
界
が

あ
る
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
習
性
な

ど
の
様
々
な
情
報
、
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
対
策
、
農
家
自
身

の
自
己
防
衛
手
段
な
ど
、
農
家
に

対
す
る
情
報
の
周
知
を
こ
れ
ま
で

以
上
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
ま
た
中
山
間
地
等
の
直

接
支
払
い
の
実
施
区
域
に
お
い
て

は
、
そ
の
交
付
金
の
活
用
に
よ
る

地
域
で
の
電
気
牧
柵
等
の
設
置
を

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

　

農
作
物
に
対
す
る
被
害
と

言
う
こ
と
で
そ
れ
に
対
し
Ｊ
Ａ
の

方
で
そ
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
対

し
、
対
策
組
織
を
考
え
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
行
政
と
し
て
助
成
、

お
手
伝
い
を
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
形
が
取
れ
な
い
か
と
今
感
じ

て
い
る
。
今
回
自
分
も
イ
ノ
シ
シ

対
策
に
関
し
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
か
と
改
め
て
思
っ
て
い
る
。
や

は
り
こ
の
対
策
に
関
し
て
は
Ｊ
Ａ

の
方
の
組
織
の
中
で
十
分
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
よ
う
に
相
談
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒木 拓馬議員

本
町
の
有
害
鳥
獣
被
害

に
つ
い
て

問

答

答

問

答

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策
を

早
く
！

問

答

問

イノシシ駆除

答
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8
月
8
日
、
9
日
の
2
日
間
、
八
代
八

竜
小
学
校
の
統
合
視
察
と
併
せ
て
、
あ
さ

ぎ
り
町
の
行
財
政
計
画
並
び
に
学
校
規
模

等
適
正
化
審
議
会
等
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
修
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
6
名

と
職
員
7
名
合
計
13
名
で
、
八
代
市
坂
本

支
所
を
主
会
場
に
、
八
つ
の
小
学
校
が
統

合
さ
れ
開
校
し
た
。『
八
竜
小
学
校
』
を

現
地
に
視
察
し
、
旧
坂
本
村
の
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
全
村
一
校
統
合
推
進
運
動
の

あ
ゆ
み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
あ
さ

ぎ
り
町
か
ら
は
、
大
変
厳
し
い
行
財
政
改

革
の
現
状
や
町
政
の
動
向
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

①
旧
坂
本
村
は
過
疎
化
と
高
齢
化
に
歯
止

め
が
利
か
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
高
齢

化
率
が
43
・
3
％
で
あ
る
。
8
小
学
校

が
統
合
さ
れ
八
竜
小
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

児
童
減
少
に
伴
う
複
式
学
級
の
解
消
が

目
的
で
7
校
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
3

年
4
月
開
校
。
残
る
1
校
に
つ
い
て
は

1
9
9
6
年
に
新
築
さ
れ
て
お
り
国
庫

補
助
の
関
係
で
10
年
間
は
転
用
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
2
年
遅
れ
て
統

合
さ
れ
て
い
る
。
八

竜
小
学
校
は
、
木
造

一
部
二
階
建
て
の
校

舎
や
体
育
館
ま
た

プ
ー
ル
建
設
費
を
含

め
る
と
総
事
業
費
は

約
15
億
円
で
あ
る
。

　

村
で
は
1
9
7 

5

年
に
中
学
校
が
統
合

さ
れ
て
い
た
。
小
学

校
は
、
1
9
8
3
年

に
4
校
統
合
計
画
が

起
き
る
が
、
地
元
の

反
対
で
立
ち
消
え
に

な
る
。
し
か
し
10
年
後
再
び
持
ち
あ
が

り
村
の
諮
問
に
P
T
A
な
ど
が
作
る
審

議
会
は
「
3
年
以
内
に
新
設
校
へ
の
1

校
統
合
を
」
と
答
申
す
る
。
し
か
し
財

政
問
題
な
ど
か
ら
実
行
さ
れ
な
い
ま
ま

推
移
す
る
。
そ
の
後
教
育
長
を
さ
れ
て

い
た
西
岡
村
長
が
当
選
し
「
統
合
は
な

る
べ
く
急
ぐ
べ
き
」
と
の
方
針
の
も
と

推
進
体
制
が
発
足
し
事
業
に
着
手
す
る
。

住
民
説
明
会
の
後
、
議
会
に
て
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　

通
学
手
段
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

て
送
迎
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
課
題

と
し
て
跡
地
・
施
設
の
利
活
用
が
残
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
（
小
・
中
学
校
統
合
教
育
計
画
策
定
審

議
会
が
検
討
を
重
ね
て
い
た
。
○
通
学

方
法
部
会　

○
制
服
・
校
章
部
会

　

○
校
名
・
校
歌
部
会
の
3
部
会
）

②
あ
さ
ぎ
り
町
の
町
長
と
総
務
課
長
か
ら

の
説
明
を
受
け
る
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
18
年
度
当
初
予

算
で
約
4
億
6
千
万
円
の
減
額
で
あ
っ
た
。

　

廃
止
・
減
額
し
た
事
業

　

夏
祭
り
事
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
運

営
補
助
金
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど
、

職
員
数
の
削
減
、
平
成
22
年
ま
で
行
う

予
定
で
あ
る
が
、
18
年
度
の
効
果
額
8

千
万
円　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
削
減

ま
た
業
務
委
託
な
ど
、
給
与
制
度
の
改

定　

特
別
職
手
当
の
改
定
、
非
常
勤
特

別
職
・
議
員
の
報
酬
の
改
定
、
職
員
提

案
制
度
の
創
設
、
課
の
統
合
・
再
編

人
事
評
価
制
度
の
実
施
等
、
事
務
事
業

評
課
の
実
施　

区
長
報
酬
の
見
直
し
・

区
の
再
編
、
町
立
中
学
校
の
適
正
規
模

に
関
し
て
、
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会

経
過
・
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
、
条

例
等

常 

任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
研
修  

 

委
員
長　

杉
本　

和
彰

　

7
月
20
日
、
21
日
の
2
日
間
、
建
設
経

済
常
任
委
員
5
名
と
職
員
4
名
合
計
9
名

で
、
平
成
19
年
夏
ま
で
に
完
成
予
定
の
熊

本
・
天
草
幹
線
道
路
（
松
島
か
ら
有
明
ま

で
の
13
・
3
キ
ロ
の
高
規
格
道
路
の
建
設

工
事
現
場
）
を
天
草
地
域
振
興
局
土
木
部

の
案
内
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
熊
本
・

天
草
幹
線
道
路
は
、
熊
本
市
と
本
渡
市
を

結
ぶ
延
長
約
70
㎞
の
間
に
計
画
さ
れ
て
お

り
、
熊
本
市
と
県
内
主
要
都
市
を
90
分
で

結
ぶ
構
想
（
90
分
構
想
）
の
実
現
に
必
要

な
道
路
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十

四
年
五
月
に
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
松
島

有
料
道
路
（
3
・
3
㎞
）
を
供
用
開
始
し
、

現
在
平
成
十
八
年
度
完
成
を
め
ざ
し
て
、

上
天
草
市
松
島
町
知
十
か
ら
有
明
上
津
浦

ま
で
の
10
㎞
を
整
備
中
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
三
角
か
ら
大
矢
野
間
及
び
本
渡
市
区

間
は
、
調
査
区
間
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
整
備
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
天
草
地
域
の
現
状
は
、
天
草
五

橋
・
本
渡
瀬
戸
橋
を
は
じ
め
と
す
る
国
道

二
六
六
号
、
三
二
四
号
の
道
路
に
よ
っ
て

島
々
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
島
を
結
ぶ

橋
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
地
震
時
な
ど
の

防
災
・
安
全
に
対
す
る
配
慮
や
自
動
車
交

通
量
が
多
い
こ
と
か
ら
渋
滞
が
頻
繁
に
発

生
し
て
お
り
、
早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
進
め
ら
れ
て
い
る
松
島
町
か
ら
有
明

町
ま
で
の
工
事
は
、
平
成
19
年
夏
ま
で
に

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
総
工
事
費
は
約
四
百
八
十
億
円
が
投

入
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
五
十
億
円
規
模
の

予
算
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
高
規
格
道
路
と
ほ
、
全
国
の
高
速
道

路
と
連
携
し
て
、
各
地
域
と
の
交
流
の
促

進
や
交
通
拠
点
と
の
連
結
を
図
る
た
め
に

整
備
さ
れ
る
道
路
の
こ
と
を
言
う
そ
う
で

す
が
、
今
後
新
し
い
幹
線
道
路
が
完
了
す

る
と
な
れ
ば
、
天
草
地
域
の
再
生
に
大
き

く
連
動
す
る
も
の
と
確
信
し
な
が
ら
研
修

を
終
え
ま
し
た
。

　

8
月
17
日
と
18
日
の
2
日
間
佐
賀
市
と

唐
津
市
に
、
厚
生
常
任
委
員
5
名
と
町
職

員
5
名
合
計
10
名
に
よ
り
病
院
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

17
日
の
佐
賀
市
富
士
大
和
温
泉
病
院
は
、

平
成
17
年
10
月
1
日
に
佐
賀
市
、
諸
冨
町
、

大
和
町
、
富
士
、
三
瀬
村
が
合
併
し
佐
賀

市
立
病
院
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。
最

初
は
昭
和
23
年
に
4
月
1
日
に
無
医
村
に

三
村
の
共
立
病
院
を
開
設
し
、
58
年
間
山

間
地
住
民
の
命
と
健
康
を
守
っ
て
き
ま
し

た
。
診
療
科
目
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外

科
、
眼
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、
呼

吸
器
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放

射
線
科
、
人
工
透
析
が
あ
り
、
常
勤
医
師

は
7
名
で
佐
賀
大
学
か
ら
来
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
病
床
数
は
98
床
、
そ
の
う
ち

一
般
急
性
期
病
床
は
54
床
、
医
療
型
療
養

病
床
は
44
床
で
入
浴
施
設
は
熊
の
川
温
泉

を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
病

院
内
に
は
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

訪
問
看
護
、
訪
問
入
浴
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
イ
ケ
ア
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
、

地
域
医
療
連
携
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
の
一
つ
と
し
て
温
泉
旅
館
に
一
泊
し

て
の
人
間
ド
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
の
た
め
に
送
迎
バ
ス
を
回
し
一
日
20

人
ほ
ど
利
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度

の
一
日
の
平
均
入
院
患
者
数
は
、
79
・
2

人
で
一
日
平
均
外
来
患
者
数
は
1
3
9
・

8
人
で
す
。
病
床
利
用
率
は
全
体
が
80
・

8
％
、
そ
の
う
ち
一
般
病
床
は
76
・
1
％
、

療
養
病
床
は
86
・
6
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
最
初
に
病
院
長
と
事
務
長
か
ら

「
政
府
の
医
療
改
悪
に
よ
っ
て
病
院
の
経

営
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
挨

拶
は
全
国
の
自
治
体
病
院
の
実
態
を
表
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

合
併
し
て
も
佐
賀
市
内
の
民
間
病
院
と

の
関
係
が
あ
り
、
診
療
圏
は
合
併
前
と
同

じ
富
士
町
と
大
和
町
の
地
域
住
民
が
対
象

と
な
り
、
高
齢
化
、
過
疎
化
の
地
域
で
患

者
数
は
減
少
し
て
い
る
。
地
元
の
人
に
頼

れ
る
病
院
、
自
分
た
ち
の
病
院
と
い
う
意

識
を
地
域
住
民
に
持
っ
て
も
ら
い
信
頼
さ

れ
る
病
院
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

18
日
の
「
唐
津
市
民
病
院
き
た
は
た
」

と
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ち
ぐ
さ
の
」

は
隣
り
あ
わ
せ
で
病
院
は
昨
年
4
月
新
築

移
転
し
た
そ
う
で
す
。
唐
津
市
は
平
成
17

年
1
月
に
唐
津
市
、
肥
前
町
、
鎮
西
町
、

呼
子
町
、
北
波
多
村
、
厳
木
町
、
相
知
町

が
合
併
し
、
そ
の
後
18
年
1
月
に
七
山
村

も
合
併
し
て
い
ま
す
。
き
た
は
た
病
院
の

診
療
科
目
は
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
整

形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、
人
工
透
析
が
あ
り
、
常
勤
医

師
は
6
名
で
佐
賀
大
学
と
筑
波
大
学
か
ら

で
す
。
病
床
数
は
56
床
全
床
医
療
型
療
養

建
設
経
済
常
任
委
員
会
研
修
報
告  
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